
虫を集めたり観察することが大好きなみかん組の子どもたち。 

分厚い図鑑を持ってきて何を食べるのか、どんなところで生活しているのかを 

一生懸命調べて楽しんでいます。 

葉っぱや石の下に隠れるのが好きなのではないかと考えたR君。 

廃材にあったトイレットペーパーの芯を入れて虫の隠れる場所を作ってあげていました。 

虫を触りすぎると弱ってしまう、死んでしまう…とつい大人は生命の尊さも理解してほしいという思いが 

優先されてしまいますが 

図鑑で様々なことを調べ学び、仲間と一緒に試行錯誤しながら環境を整えようとする力に繋がっているという 

ことに気づかされました。 

今回のように何度も虫かごの蓋を開け閉めし、虫を触っているのには子どもたちなりに意味があり、 

行動を止めず見守っていくことの大切さを感じました。 
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